
品
展
苓
兵
衛

-m根
屋
装
兵
衛
方

へ
志
参
候
へ
ば
、
舟
橋
の
橋
板
は

づ
し
也
候
。
共
内
に
狛
強
有
之
退
散
仕
候
。
大
抵
よ
り
は
騒
動
の
由
。

'M
聞
が
に
せ
を
い
た
し
候
。
都
方
貸
米
を
町
人
よ
り
需
貸
波
候
闘
り

可
取
小
股
怨
廿
九

由
。
此
俄
を
末
h
k

町
人
北
ハ
憤
り
、
最
初
は
百
人
許
、
後
は

四
百
人

儀
陀
も
成
候
由
。
下
僚
屋
摘
三
兵
衛
と
申
煮
の
方
へ
一
帯
陀
抑
懸
、

家
持
遊
具
・衣
類
・銀
子
・銀
札
散
々
微
践
に
い
た
し
候
。
家
内
の
者

は
逃
去
候
。
夫
よ
り
茶
屋
次
兵
術
:同
岡
田
鹿
太
郎
兵
術
と
巾
者
方
へ
、

段
々
会
長
て
同
様
に
仕
候
。
夫
よ
り
米
原
五
右
衛
門
・打
川
原
加
兵

衛
方
へ
A
FJ

候
時
分
、
阿
部
行
初
出
合
、
大
縄
主
張
り
防
候
故
、

川
向

一
、
協
山
城
下
米
騒
動
の
都

怯
四
月
五
日
夜
中
、
越
中
日
山
御
城
下
騒
動
の
一
品
。
市
山
似
一

向
体

制刊
に

τ米
民
共
甚
難
儀
仕
候。

依
之
手
入
い
た
し
共
k
k
百
姓
願
棚
押

貸
米
千
五
百
石
を
、
米
貿
七
人
よ
り
出
し
可
申
候
。

十
年
或
は
十
五

年
の
年
賦
に
て
取
立
可
申
候
問
、
三
千
石
津
出
願
候
旨
巾
玄
共
通
と

有
之
、
三
千
石
被
巾
波
候
へ
ば
一

日
の
内
に
米
償
誕
上
り
候
。
官
山

に
て
三
千
石
は
例
K
過
分
の
徐
州
民

τ、
御
品
川
川
地
十
高
石
に
も
向
候

忠
兵
衛
・室
町
茶
屋
七
郎
本
衛
門
・浅
草
地
問
庄
次
郎
・右
之
者
共
へ

被
仰
付
候
。

五
六
-1

も
、
正
戸
御
沙
汰
う
つ
り
候
故
に
候
。

下
よ
り
も
叉
う
つ
し
候
か
。

右
は
新
川
遊
在
住
の
役
人
よ
り
巾
萩
候
。

り
候
と
申
候
は
三
角
故

κ供
。
銀
稲
荷
一
本
民
数
百
付
候
。
品
付
候

て
は
二
三
日
中
に
は
必
倒
れ
候
。
此
描
起
り
候
て
以
来
、
狛
・犬
・牛
-

m・怨
t
鍬
e

病
世
相
刷
ひ
、
後
に
は
飢
筑
い
た
し
狂
乱
の
秘
に
走
り
候
。

人
制
し
候
へ
ば
嘘
ひ
付
候
。
一
度
被
嘘
候
も
の
は
、
共
病
染
候
か
獄

病
民
て
無
程
死
失
申
候
。
か
桜
の
儀
に
て
牛
印
刷
悉

t
姥
候
。
民
間
の

餓
死
は
拶
敷
桜
子
、
四
分
配
川
は
死
失
候
桜
花
脊
候
。

常
年
婆
作
迄
、

可
致
行
命
併
と
は
不
被
存
候
。
臨
摩
殿
町
別
分
迄
は
左
殺
に
不
相
凡

候
。
共
外
は
隈
々

と
巾
も
の
共
も
、
架
飯
の
内
へ
少
前
A
A
E
雑
ぜ
候

て
給
候
。
共
身
銀
行
不
ν
入
も
の
、
如
何
様
の
災
難
陀
川
進
可
申
も
難

計
候
問
、
ヰ
途
よ
り
罷
防
候
桜
花
と
申
聞
候
も
の
、
サ
官
多
〈
候
得
共
、

附
命
も
狸
〈
叉
は
難
参
俄
に
付、

不
残
相
動
候
。
共
間
の
銀
難
灘
中

総
候
。
一
、
江
戸
駿
援
の
張
本
人
出
幅
約

江
戸
御
城
下
両
間
前舶に
付、

騒
動
の
張
本
人
般
主
彦
兵
衛
と
巾
者
相

扱
い
都
今
年
三
月
柏
町
v
寺
、
共
祈
一官
。
位
指
の
事
的
郷
の
後
、
負
斡
の

郁
を
承
候
。
九
州
仙
寺
は
不
承
事
に
候
。
彼
還
に
て
は
と
ね
か
む
し

又
は
う
ん
か
と
申
候
。
形
献
を
闘
し
候
も
甚
敷
謹
ひ
に
候
。
形
は

蚊
に
似
候
て
狛
小
さ
く
、
首
三
角
に
候
。
所
の
も
の
共
、
冠
を
間

可
般
小
説
程

H
九

て

徳

川
吉
宗
蹴
絢
を
覚
る

二
月
十
六
日
小
菅
へ
仰
幽
融
制
の
筒
、
浅
草
加
川
法
院
へ
銘
御
休
御
成
、

蹴
鞠
昭
党
有
之
。
体
法
院
僧
正
・今
戸
川
鞠
取
衣
如
仙・
御
出
陣
前
米
原

て
数
寄
屋
橋
仰
期
の
大
怨

-
一
月
五
日
、
数
守
屋
橋
御
捌
よ
り
川
候
大
鋭
の
事
。
色
は
如
vA
小
に
し

て
股
は
鼠
色
、
甲
は
四
尺
四
方
品
跡
、
雨
足
筏
り
八
尺
、
鋸
並
惣
足
に

領
有
之
如
錐
也
。
英
一
力
つ
よ
し
。

但
人
民
共
卸
時
に
打
殺
し
、
御
城

中
に
上
之
候
。

叫
U

八

徳

兵

衛

忠

兵

衛

右
三
人
同
断
の
都
民
候
得
共
、
彦
兵
術
と
は
泣
候
事
。
京
き
追
放
。

右
正
月
二
十
六
日
御
成
の
節
、
品加
町
民
て
還
御
の
段
も
不
怖
、
所
在

も
窓
操
候
事
不
屈
に
付
、
随
分
恕
政
嶋
へ
鼠
越
的
。
但
間
航
迄
入
本
。

月
五
日
被
仰
波
候
。

付 知
候れ
旨
、 ~~:

.::: fト
月三
二人
十有
四之
日候
来。
、株彦
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